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会  議  録 

会議の名称 第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会（部会②） 

開 催 日 時 

令和８年４月 17日(金) 

    （午前・午後） ２時 30分 開会 

    （午前・午後） ５時 00分 閉会 

開 催 場 所 おにクル７階 会議室３ 

議 長 
河合 将生 氏 

（office musubime 代表、ＮＰＯ組織基盤強化コンサルタント） 

出  席  者 

【評価委員（全出席委員のうち、下線のある委員が部会②に出席）】 

河合将生氏（ＮＰＯ関係者）、入江陽子氏（ＮＰＯ関係者）、上村有里氏（ＮＰＯ関

係者）、草山太郎氏（追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 准教授）、板倉

幸司氏（公募市民）、小村郁慧氏（公募市民） 

（  ６人） 

【事務局（全出席者のうち、下線のある者が部会②に出席）】 

山脇共創推進課長代理、吉田共創推進課市民活動グループ長、岡田、森             

                                （ ４人） 

                                                                  

【担当課】 

 文化振興課、人権・男女共生課 

（ ２課） 

開 催 形 態 原則公開 

議 題 ( 案件 ) 
（１）概要説明および会議の公開・非公開の決定 

（２）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和８年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧（プレゼン審査タイムスケ

ジュール） 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

河合委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 

 

入江委員 

 

 

 

 

団体 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 

 

入江委員 

開会及びあいさつ 

 

公開・非公開の決定について（原則公開・会議録は要点筆記） 

本日の会議の概要説明、２室に分かれて審査を行う旨説明 

傍聴者入室 

 

※ここまでは部会①とともに、会議室２にて実施 

 

 ----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

 

 以下、プレゼン審査タイムジュール（４月 17日プレゼン分②）の順に沿ってプレ

ゼン審査を実施。 

 

【共創型（伝統文化や歴史を次の世代に伝え、発展させる事業）】 

特定非営利活動法人 和の心  

令和の「黒井の清水」再発見プロジェクト ～歴史寸劇と新旧名水・大茶会～ 

 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・参加想定者数を 600 人とされているが、事前予約制を予定しているのか。 

→詳細の予約方法は決めていないが、近隣の小学校に周知させてもらえば、ある程

度の来場は見込めると考えている。 

・これまで、貴団体で小学生向けのイベントを企画された経験はあるか。 

→５年ほど前にクラシックの音楽鑑賞会を 200 人規模で実施したことがある。その

他、理科の実験教室などを実施したことも。 

 

【共創型（新たな価値の創造に向けた文化芸術事業）】 

音楽とともに 

音楽とともに ～音楽と人とまちと～音楽×コミュニティ(福祉) 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・市役所南館でコンサートを実施とあるが、実際にできるものなのか。関係部署と

事前調整はされたか。 

→まだ調整していないので、今後調整を進める。 

・募金で事業を実施される場合に、集めたお金がどのように使われたかをしっかり
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団体 

 

 

 

関連課 

 

 

上村委員 

 

 

入江委員 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

関連課 

 

 

板倉委員 

 

 

入江委員 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

関連課 

 

 

と募金者が見て分かるような形にしておくことが重要だと思う。 

→SNS 等で周知できればと考えている。 

 

【共創型（新たな価値の創造に向けた文化芸術事業）】 

福祉啓発ユニット LanT’rk いばらき 

障がい者のためのオープンアトリエ事業 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・「福祉啓発ユニット」では普段、具体的にどのような活動をしているか。 

→事業所が市民、学生と関わりながら、福祉啓発（企画）、障害がある方たちの創

作活動の支援、支援者支援などをしている。 

・想定している利用者のどんなニーズを可視化していきたいと考えているか。 

→当事者の方たちが、作家として活動していきたいのか、楽しみつつ活動したいの

か、どういったところを目指してやっていきたいかを考える機会になればと思っ

ている。もう一つは、障がいの程度によってどのようなサポートが必要になって

くるのかというところも知るきっかけにしたい。 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

茨木市退職教職員の会 

平和への想いを語りつなぐ～戦争体験、そして今を考える～ 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・渡した後どのように活用してもらうかが大切。ただ渡して終わりという形ではな

く、実際に読んだこども達からフィードバックしてもらえるような形にすればよ

り効果的なものになるのではないか。 

・収支予算書に記載があるワークショップはどのようなことを想定しているか。 

→現時点で詳細には決められていないが、我々の取り組みと関連するような団体と

タイアップして何かできないかと考えている。冊子の認知度向上につながるよう

なことができれば。 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

サポートユニオン withYOU 

学習サポート 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 
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上村委員 

 

 

 

入江委員 

 

団体 

 

 

 

 

 

上村委員 

 

板倉委員 

 

 

 

入江委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

・学校や発達支援センターと連携はされているか。 

→支援が必要な学生が８名程度いる。昨年度は、小学校の支援担当のところへ行き、

連携を取っていたが、最近は落ち着いてきているので、そういった連携はしてい

ない。今後も、連携が必要と感じたら随時連絡を取っていく。 

・３年目の申請になるが、今後事業を継続していくうえで課題と感じていることは

何か。 

→資金面の課題が大きい。月謝は、生活が苦しい家庭のためにも上げたくないし、

学生がサポートしてくれれば、それ相応の謝礼を払うべきだと考えている。去年

はクラウドファンディング的カンパとして、26人の方から合計 10 万円を集め、

それでやりくりしたが、それでも資金面は苦しい状況。 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

映画「SILENT FALLOUT」を観る関西の会 

核・放射能問題についての上映会事業 

 

【関連課 意見】 

 

【質疑応答】 

・映画を見るだけで終わってしまってはもったいないので、映画を見終えて感じた

ことや考えたことなどを共有できる時間があっても良いかもしれない。 

・集客人数の見込み・目標はどれくらいか。 

→おにクルのきたしんホールで実施できればと考えており、200 名程度を想定して

いる。 

 

他に意見はないか。以上でプレゼンテーションを終了する。 

 

事務局から連絡事項はないか。 

 

 

 

この後、採点表を回収し、事務局にて集計ののち、交付・不交付について団体へ通

知します。 

  

以上で、第２回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


